
5 情報通信 2025年（令和7年）2月 28日（金曜日） 第7779号第 3種郵便物認可電　波　タ　イ　ム　ズ

ヘ
ル
メ
ッ
ト
用
カ
メ
ラ

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ
ａ
無
線
通
信
機

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ
ａ
内
蔵
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン

サ
ー

ｍ
ｍ
ガ
ー
ド
な
ど
、
超
微
弱
電
波
で
高
速
通
信
技
術
「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ
ａ
」
提
案

　
「
東
京
消
防
庁
公
募
テ
ー
マ
「
火
災
現
場
の
建
物
の
中
で
消
火
活
動
を
す
る
消
防
隊
員
の
位
置
を
把
握
す
る
技
術
」

イ
ン
フ
ラ
点
検
向
け
Ａ
Ｉ

〝
違
い
が
わ
か
る
Ａ
Ｉ
〟「
Ｄ
ｒ

ｏ
ｎ
ｅ
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
」
の
開
発

と
販
売
及
び
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ｌ
ｏ

Ｒ
ａ
関
連
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

開
発
を
手
が
け
る
ｍ
ｍ
ガ
ー

ド
（
東
京
都
中
央
区
、
鈴
木
和

清
代
表
取
締
役
）
は
、
台
湾
企

業
Ｋ
―
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
Ｉ
ｎ
ｃ
．
の

日
本
法
人
Ｋ
―
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
（
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
、
慶
野
文

敏
代
表
取
締
役
）
と
共
同
で
、

「
東
京
消
防
庁
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｖ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
Ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｆ
ｏ

ｒ
２
０
２
５
」
に
お
け
る
公

募
テ
ー
マ
２
「
火
災
現
場
の
建

物
の
中
で
消
火
活
動
を
す
る
消

防
隊
員
の
位
置

を
把
握
す
る
た

め
の
技
術
に
関

す
る
情
報
」
に

無
線
通
信
シ
ス

テ
ム
と
し
て
、
Ｋ
―
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
の
無

線
通
信
技
術
「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ

Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ
ａ
」（
ス
ー
パ
ー
タ

イ
ラ
）
の
活
用
を
提
案
し
て
い

る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
京

消
防
庁
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
組
織

的
な
推
進
の
強
化
を
目
的
と
し

て
、
民
間
企
業
が
保
有
す
る
デ

ジ
タ
ル
先
端
技
術
等
に
関
す
る

情
報
と
活
用
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
て
い
る
も
の
。
な
お
、
今
年

度
の
応
募
は
す
で
に
締
め
切
っ

て
い
る
。

　
公
募
テ
ー
マ
２
に
お
け
る
現

状
・
背
景
は
『
東
京
消
防
庁
で

は
、
隊
長
と
隊
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
呼
称
、報
告
、

目
視
で
の
確
認
、
無
線
通
信
）

に
よ
り
災
害
現
場
で
の
各
隊
員

の
位
置
を
互
い
に
把
握
し
て
い

る
。
現
場
全
体
の
複
数
の
消
防

隊
の
活
動
状
況
を
可
視
化
す
る

た
め
に
は
現
場
指
揮
本
部
（
複

数
の
消
防
部
隊
の
指
揮
を
執
る

た
め
に
現
場
に
設
営
さ
れ
、
現

場
責
任
者
が
常
駐
す
る
）
で
紙

に
消
防
隊
の
位
置
を
書
き
込
ん

で
、
現
場
全
体
で
情
報
を
共
有

し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
、

煙
が
充
満
す
る
建
物
内
に
お
い

て
、
消
防
隊
員
の
位
置
、
建
物

内
部
の
構
造
や
障
害
物
な
ど
を

現
場
指
揮
本
部
が
即
座
に
把
握

で
き
る
手
段
は
な
い
』
と
し
て

い
る
。

　
公
募
テ
ー
マ
２
に
お
け
る
実

現
し
た
い
将
来
像
は
『
消
防
隊

員
が
建
物
内
の
ど
こ
で
活
動
し

て
い
る
か
や
、

建
物
内
部
の
構

造
・
障
害
物
等

を
短
時
間
で
把

握
・
可
視
化
し
、

そ
の
情
報
に
基

づ
き
現
場
責
任

者
の
判
断
や
指

揮
が
行
わ
れ
る

こ
と
で
、
よ
り

「
安
全
」
で
「
確

実
」
か
つ
「
迅

速
」
な
消
防
活

動
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
』

と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
課
題

解
決
に
向
け
て

ｍ
ｍ
ガ
ー
ド
は
、「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ

ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ
ａ
」
で
課
題
を

解
決
す
る
と
し
て
い
る
。

　
ｍ
ｍ
ガ
ー
ド
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
が
２
０
２
２
年
11
月
に
開
催

し
た
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
「
ド
ロ
ー
ン
　
×
　

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ
ａ
」

を
活
用
し
た
。
同
社
は
『
Ｊ

Ｒ
北
海
道
　
廃
線
跡
地
活
用

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
』
の
採
択
企
業
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
道
内
廃
線

跡
地
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
北
海
道
の
魅
力
創
出
を
目

指
す
も
の
。同
社
は
こ
こ
で「
Ｓ

ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ
ａ
」
を

使
用
し
た
物
流
用
ド
ロ
ー
ン
の

自
動
運
行
シ
ス
テ
ム
を
開
発
中

で
あ
る
。

◇

　「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ

ａ
」
は
、
Ｋ
―
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
Ｉ
ｎ

ｃ
．
が
開
発
し
『
超
高
感
度
』

『
干
渉
防
止
能
力
強
化
』『
超
微

弱
電
波
で
高
速
通
信
』
と
い
っ

た
特
長
を
持
っ
た
無
線
通
信
技

術
の
名
称
。「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｔ

ａ
ｉ
Ｒ
ａ
」
は
、
他
の
Ｌ
ｏ
Ｒ

ａ
と
異
な
り
、
ビ
ル
や
ト
ン
ネ

ル
を
電
波
が
突
き
抜
け
る
特
徴

を
持
っ
て
い
る
た
め
、
災
害
対

策
の
他
、
通
信
用
と
し
て
も
優

れ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
な
っ
て

い
る
。

　「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ

ａ
」
の
特
長
は
次
の
通
り
。

①
超
高
感
度
（
微
弱
電
波
で

通
信
可
能
）
②
安
全
性
も
極
め

て
強
固
（
ミ
リ
タ
リ
ー
レ
ベ
ル

を
採
用
）
▽
Ａ
Ｅ
Ｓ
２
５
６
暗

号
化
（
標
準
的
な
暗
号
方
式
で

あ
る
「
Ａ
Ｅ
Ｓ
」
の
２
５
６
ｂ

ｉ
ｔ
の
暗
号
鍵
を
用
い
る
方

式
）
を
採
用
▽
相
手
機
器
の
認

証
に
Ｓ
ｈ
ａ
３
（
暗
号
学
的

ハ
ッ
シ
ュ
関
数
の
一
種
）
認
証

を
採
用
▽
プ
ロ
プ
ラ
イ
エ
タ

リ
（
独
自
の
）
キ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム
を
提
供
▽
キ
ャ
リ
ア
な
し

の
伝
送
信
号
（
パ
イ
ロ
ッ
ト

ト
ー
ン
〈
Ｆ
Ｍ
ス
テ
レ
オ
放
送

の
方
式
の
ひ
と
つ
〉
不
要
）
▽

デ
ー
タ
処
理
に
独
自
の
高
レ
ベ

ル
Ｆ
Ｅ
Ｃ
（
デ
ー
タ
送
信
の

際
、
誤
送
信
を
見
越
し
あ
ら
か

じ
め
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て

符
号
を
追
加
し
た
デ
ー
タ
を
送

付
す
る
方
式
）
を
使
用
③
ア
ン

チ
ハ
ッ
キ
ン
グ
防
御
能
力
は
４

Ｇ
／
５
Ｇ
、
Ｎ
Ｂ
―
Ｉ
ｏ
Ｔ
の

１
０
０
０
倍
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の

10
万
倍
。

◇

　
Ｋ
―
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
機
器
に
よ
る
台

湾
消
防
局
で
の
事
例
を
み
る

と
、
消
防
士
の
位
置
捕
捉
機
器

等
で
は
通
信
の
ハ
ブ
と
な
る

「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ
ａ
」

＆
Ｂ
Ｌ
Ｅ
（
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ

ｏ
ｔ
ｈ
Ｌ
ｏ
ｗ
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ

ｙ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
無
線

通
信
規
格
）
を
は
じ
め
現
場
映

像
送
信
端
末
、
生
体
情
報
計
測

機
、９
軸
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ（
消

防
士
の
位
置
追
跡
、
消
防
士
30

秒
静
止
状
態
警
報
、
消
防
士
Ｓ

Ｏ
Ｓ
発
信
ボ
タ
ン
）、
空
気
ボ

ン
ベ
（
残
圧
監
視
）
が
実
際
に

装
備
さ
れ
て
い
る
。

　
台
湾
の
事
例
で
の
「
Ｓ
ｕ
ｐ

ｅ
ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ
ａ
」
無
線
通

信
例
を
み
る
と
、
移
動
式
無
線

基
地
局
及
び
消
防
司
令
官
の
情

報
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
画
面
と
、

現
場
の
消
防
士
と
の
や
り
と
り

で
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
、
４
Ｇ
／
５
Ｇ
、

リ
ピ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
い
位
置

追
跡
で
か
つ
地
上
40
階
か
ら
地

下
４
階
ま
で
範
囲
内
と
し
て

２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
で
も
カ

バ
ー
し
て
い
る
。「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ

ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ
ａ
」
は
煙
、
霧
、

滝
、
鉄
筋
ビ
ル
と
い
っ
た
劣
悪

な
環
境
に
お
け
る
透
過
能
力
を

備
え
て
い
る
。
方
向
、
距
離
、

建
物
の
階
層
情
報
の
通
信
が
で

き
て
生
体
情
報
計
測
機
機
能
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
発
信
機
能
、
空
気
ボ
ン

ベ
残
圧
監
視
機
能
や
現
場
映
像

と
写
真
の
送
信
ま
で
行
え
る
。

　「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ

ａ
」
無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
の
台

湾
で
の
結
果
は
『
建
物
の
中
で

消
火
活
動
を
す
る
消
防
隊
員
の

位
置
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

た
』
と
し
▽
現
場
指
揮
消
防
士

位
置
、
画
像
、
ヘ
ル
プ
通
知
、

生
体
情
報
（
体
温
、
心
拍
数
）

ほ
か
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
把
握
が

可
能
だ
っ
た
▽
２
０
０
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
消
防
士
（
現
場
指
揮

者
）
と
地
下
４
階
か
ら
地
上
40

階
に
展
開
す
る
消
防
士
と
の
通

信
が
確
認
で
き
た
▽
双
方
向
通

信
（
消
防
士
か
ら
管
理
者
へ
、

管
理
者
か
ら
消
防
士
へ
の
通

知
）
が
確
認
で
き
た
▽
30
人
の

消
防
士
情
報
を
一
括
管
理
で
き

た
―
と
い
う
。

　
ｍ
ｍ
ガ
ー
ド
は
「
こ
の
ほ
か

『
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ
ａ
』

を
使
っ
て
、
携
帯
電
話
の
電
波

の
届
か
な
い
場
所
で
も
、
通
信

範
囲
内
な
ら
テ
キ
ス
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
れ
ま
す
。
山
岳
救

助
隊
員
の
位
置
情
報
を
取
得
す

る
製
品
や
、
基
地
局
を
ド
ロ
ー

ン
に
搭
載
し
て
山
岳
で
の
捜
索

時
に
一
時
的
に
通
信
を
可
能
に

す
る
製
品
も
開
発
予
定
で
す
」

と
話
し
て
い
る
。


